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国民健康保険料（第5期）

納期12月25日

24十日町小学校

日

竣
工
式

第
三
期
工
事
終

　
本
年
六
月
以
来
工
事
中
の
†
日
町

小
学
校
第
三
期
工
事
は
こ
の
ほ
ど
完

成
し
、
二
十
日
竣
工
検
査
の
あ
と
二

十
四
日
午
後
一
時
か
ら
喜
び
の
竣
工

式
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
十
日
酊
小
学
校

新
築
工
事
は
三
ヵ
年
計
画
に
よ
り
進
、

め
ら
れ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な

ご
援
助
に
よ
り
、
昨
年
第
一
期
工
事

を
終
り
、
引
続
き
屋
外
グ
ラ
ン
ド
、

木
造
体
育
舘
の
移
転
な
ど
第
二
期
工

事
の
あ
と
最
後
の
第
三
期
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
第
三
期
工
事
は
特
別
教
室

六
、
普
通
教
室
三
、
管
理
棟
（
保
健

室
、
図
書
室
、
職
員
室
、
放
送
応
接

室
）
そ
れ
に
体
育
舘
（
一
八
材
×
三

二
鱗
）
な
ど
で
六
、
九
三
二
万
土

千
円
の
工
事
費
で
あ
り
ま
す
。

　
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
、
体
育
舘
は
甫
民
体
育
舘
と
同
様

ろ

通
学
道
路
も
完
成

軽
量
鉄
骨
造
り
で
、
い
す
れ
も
モ
ダ

ン
な
建
物
で
中
越
地
区
は
も
ち
ろ

．
ん
、
県
下
で
も
稀
な
近
代
設
備
を
整

響
え
た
校
舎
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
尚
、
同
工
箏
の
附
帯
工
事
と
し
て

通
学
道
路
（
巾
六
麿
延
長
三
五
〇

一
厨
）
も
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

一
こ
れ
に
よ
り
ま
し
て
去
る
十
二
日
か

［
ら
す
で
に
旧
校
舎
の
一
、
二
年
生
が

葦
鶏
り
勉
塞
め
て
お
り

蓄
．

＿1一

工
業
調
査
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
月
訓
日
現
在

　
毎
年
十
二
月
末
日
現
在
で
実
施
さ
一
　
こ
の
調
査
は
全
国
の
製
造
工
業
に

れ
る
通
産
省
の
工
嚢
が
、
今
年
ゑ
謡
に
調
査
し
、
そ
の
顎

も
同
様
全
国
い
っ
せ
い
に
行
な
わ
れ
｝
ら
中
刀
企
業
の
振
興
対
策
、
生
産

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
一
流
通
の
調
査
対
策
な
ど
を
た
て
る
た

（下）体育舘写真（上）完成した小学校全景

配
給
制
度
が

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
祝
祭
日
に
は
戸
毎
に
国
旗
を

　
　
か
か
げ
ま
し
よ
う

監
’
…

）
　
　
『
特
選
米
制
度
』

（
米
）

（
　
　
十
二
月
一
日
か
ら
配
給

米
に
品
質
格
藻
を
と
り
入
れ
・
普
通

米
の
ほ
か
に
特
選
米
を
設
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
米
の
選
択
は

め
に
、
ま
た
企
業
家
の
実
務
上
の
参

考
資
料
あ
る
い
は
学
界
の
経
済
分
析

そ
の
他
の
研
究
資
料
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
調
査
事
項
は
工
場
数
、
従
業
員
の

状
態
、
原
材
料
、
燃
料
、
電
力
の
使

用
額
、
製
造
品
の
出
荷
額
及
び
在
庫

額
等
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
本
調
査
と

同
時
に
特
別
調
査
と
し
て
、
中
小
企

業
綜
合
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
含
み
お
き

下
さ
い
。
尚
、
調
査
の
実
施
に
当
り

ま
し
て
は
、
県
知
事
が
任
命
し
た
調
．

査
員
が
該
当
事
業
所
に
参
上
し
て
調

査
に
当
り
ま
す
の
で
、
各
事
業
所
に

お
か
れ
ま
し
て
は
充
分
調
査
の
重
要

性
を
ご
理
解
下
さ
い
ま
し
て
、
本
調

査
に
何
分
の
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

市
役
所
会
計
課
又
は
出
張
所
の
窓
口

に
納
税
し
て
下
さ
い
。

納
税
を
す
ま
せ
て
楽
し
い

　
　
　
　
　
　
　
お
正
月

え
ん
り
ょ
な
く
ご
利
用
を

年
末
の
公
益
質
舗

樟
頚
鮮
騨
拝
竺

　
（
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
）

◎
年
末
に
当
り
多
少
な
り
と
も
お
金

　
の
必
要
の
方
は
大
い
に
質
舗
を
δ

利
用
下
さ
い
。

　
銀
行
、
農
協
か
ら
金
を
借
り
ら
れ

な
い
方
。

　
一
口
二
千
円
以
内
、
一
世
帯
二
万

円
以
内
。

◎
み
な
さ
ま
の
福
祉
の
た
め
に
設
け

　
て
あ
る
質
舗
で
あ
り
ま
す
か
ら
勤

　
め
人
の
方
、
農
家
の
方
、
ど
な
た

　
で
も
え
ん
り
ょ
な
く
刹
用
で
き
ま

す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
0

　
　
　
2
万
円
の
共
同
募
金
完
納

　
　
　
1

所
治
、
六
婁
】

☆
村
山
常
太
郎
、
島
田
伴
市
郎
、
遠

田
長
作
、
小
林
義
治
、
高
橋
融
、
渡

辺
勝
太
郎
、
南
雲
志
ゆ
、
柳
永
久
、

福
崎
ナ
ツ
、
徳
永
計
芳
、
桑
原
徳
市

【
水
沢
地
区
】

滞
納
の
な
い

お
正
月
を

　
今
年
も
あ
と
二
週
聞
で
暮
れ
よ
う

納
税
者
の
皆
さ
ん
、
納
税
は
お
す
み

で
し
ょ
う
か
。
も
う
一
度
納
税
が
済

ん
で
あ
る
か
ど
う
か
確
め
、
滞
納
の

一
な
い
よ
う
一
年
間
の
し
め
く
・
、
り
を

至
し
ま
し
ょ
う
．

未
納
の
方
は
ぜ
ひ
二
十
八
目
ま
で
に

と
し
て
お
り
ま
す
．
　
一

　
昭
和
三
十
七
年
度
の
共
同
募
金
に

つ
き
ま
し
て
は
市
民
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
同
情
と
深
い
ご
理
解
に
よ
り

ま
し
て
つ
ぎ
の
と
胸
り
の
良
い
成
績

で
目
標
が
達
成
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

＼
に
厚
く
お
礼
を
申
上
げ
ま
す
。

　
内
訳
は
つ
ぎ
の
通
り
で
す

◎
戸
別
募
金
　
七
六
七
、
四
四
六
円

◎
法
人
募
金
　
三
五
二
、
O
O
O
円

◎
学
校
募
金
　
　
八
○
、
七
〇
〇
円

配
分
額
十
六
万
円

歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
き
ま
る

碕
墓
難
鰹
難
魁

も
皆
様
万
の
ご
協
力
に
よ
り
所
定
の

一目
標
額
が
達
成
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
ほ
ど
こ
の
金
の
配
分
計
画

が
で
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
．

　
一
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
総
額

部
変
り
ま
す

定
、
需
給
操
作
の
面
か
ら
配
給
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

屑
費
者
価
格
』

　
特
選
米
　
十
キ
ロ
蓼
　
九
八
五
円

　
普
通
米
十
キ
ロ
望
九
二
五
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
六
万
円

一
、
配
分
計
画

①
一
般
生
活
保
護
世
帯
、
一
世
帯

　
に
対
し
四
百
円
す
つ
、
世
帯
員

　
二
人
以
上
一
人
増
す
ご
と
に
五

　
＋
円
を
加
算
。

②
入
院
患
者
一
入
四
百
円
す
つ
。

③
社
会
福
祉
鹿
設
入
所
者
一
人
四

　
百
円
す
つ
。

雍
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
裟
希

望
の
際
ぱ
米
穀
通
帳
、
印
鑑
持
参
の

う
え
世
帯
主
叉
は
世
帯
員
の
万
か
ら

届
出
て
下
さ
い
。

出
初
式
に
サ
イ
レ
ン

　
恒
例
の
消
防
出
初
式
は
明
年
一
月

六
日
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
当
日
は
早

』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
『
米
穀
販
売
店
の
登
録
変
更
制
限
の

　
　
「

　
　
消
費
者
の
自
田
と
し
て
配
給
限
度
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
朝
に
消
防
署
の
サ
イ
レ
ン
を
は
じ
め

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
緩
麹

　
　
　

　
　
一

　
　
量
（
一
ヵ
月
十
キ
ロ
竺
）
の
範
囲
内
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
、
川
治
地
区
の
響
鐘
を
鳴
ら

　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
一

　
　
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
但
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
鯨
藻
雛
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
特
選
米
に
つ
い
て
は
そ
の
数
量
の
限

　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顧

一
☆
上
村
順
平
、
上
麗
、
金
沢
真

琴
、
鈴
木
正
吉
、
樋
口
金
一
郎
、
山

崎
芳
一
、
桑
原
忍
、
保
坂
利
作
、
古

沢
ス
イ
、
志
賀
直
信
、
飯
塚
熊
喜
、

市
村
ヨ
シ
、
上
村
善
司

　
　
新
し
い
民
生

　
　
委
員

【
　
私
た
ち
の
生
き
る
目
標
で
あ
り
理

　

璽
あ
る
畿
講
祉
増
進
の
た

一
講
獣
鎌
繰
瑚
誕

9
塁
委
員
（
蛋
養
）
の
万

一方
が
こ
の
ほ
ぜ
任
期
改
選
さ
れ
県
下

・
で
三
手
余
名
、
当
市
で
は
六
十
五
名

一誘
奮
が
＋
二
月
百
か
ら
閣
で
．

㎝
健
全
な
地
域
社
会
の
建
設
の
た
め
こ

㎜れ
か
ら
三
年
間
ご
尽
力
下
さ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
★
印
市
代
表
総
務

｝
☆
印
地
区
代
表
総
務

一
舌
町
地
区
】

★
後
藤
唯
七
、
服
都
慶
円
、
中
林

春
好
、
田
村
ト
ヨ
、
小
株
賢
秀
、
根

津
モ
ト
、
関
口
美
影
、
塩
川
亀
作
、

一
島
田
正
成
、
島
田
幸
吉
、
高
木
英
次

一
郎
、
渡
辺
市
松
、
池
畢
秋
、
高
橋

徳
重
、
庭
野
六
郎
、
中
川
光
忍

　
【
中
条
地
区
】

☆
高
橋
嘉
磨
、
太
田
藤
吉
、
佐
野
フ

ミ
、
丸
山
哲
英
、
佐
藤
竜
司
、
樋
ロ

ス
イ
、
阿
部
俊
一
、
橋
本
清
一
郎
、

一
佐
藤
三
男
六
、
水
落
良
祐
、
池
田
福

一
栄

　
【
下
条
地
区
】

一
☆
村
山
米
平
、
近
藤
栄
太
郎
、
樋
熊

一
満
仲
、
藤
田
つ
ね
子
、
関
口
貞
治
、

水
落
佳
雅
、
水
落
長
平

　
【
吉
田
地
区
】

☆
長
野
利
八
、
丸
山
喜
平
、
春
日
重

尚
、
太
田
健
一
、
涌
井
キ
ヨ
ノ
、
尾

一
身
栄
作
、
桑
原
ノ
リ

▲
▼
〈
》
－

十
日
町
市
職
員
募
集
要
綱

一
、
一
般
事
務
職
員

イ
、
四
等
級
の
職
員
（
採
用
予
定
人
員
　
男
子
二
名
）

　
応
募
資
格
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
卒
業
者
（
明
年
三
月

　
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）
叉
は
、
同
等
程
度
の
学
力
を
有
す
る

　
者
で
年
令
満
三
十
才
未
満
の
者

ロ
、
五
等
級
の
職
員
（
採
用
予
定
人
員
　
八
名
）

　
　
応
募
資
格
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
の
卒
業
者
（
明

　
　
月
三
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）
叉
は
　
同
等
程
度
の
学
力

　
　
を
有
す
る
者
で
年
令
二
十
二
才
未
満
の
者
。

ハ
、
五
等
級
の
職
員
（
採
用
予
定
人
員
　
二
名
）

　
応
募
資
格
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
の
卒
業
者
（
明
年

　
三
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）
で
商
業
科
の
課
程
を
終
了
し
た

　
年
令
満
二
五
才
未
満
の
者

二
、
土
木
技
術
職
員

　五等

級
の
職
員
（
採
用
予
定
八
員
　
男
午
三
名
）

　
応
募
資
格
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
の
卒
業
者
（
明
年

　
三
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）
で
土
木
叉
は
農
業
土
木
科
の
課

　
程
を
修
了
し
た
年
令
満
二
十
五
才
禾
満
の
者
。

三
、
消
防
職
員

募
集
人
員
　
男
子
二
名

　
　
応
募
資
格
　
①
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
の
卒
業
者
（
明

　
年
三
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）
叉
は
　
同
等
程
度
の
学
力
を

　
有
す
る
者
で
年
令
満
一
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満
。

　
消
防
署
よ
り
概
ね
、
一
、
O
O
O
層
以
内
に
居
住
す
る
者
。

②
身
長
一
・
五
八
層
以
上
胸
囲
、
身
長
の
二
分
の
一
以
上
体
重
五

　
　
〇
キ
ロ
蓼
以
上
視
力
、
○
・
六
以
上
で
色
冒
で
な
い
者
。

四
、
採
用
期
日

　昭和三十

八
年
四
月
一
日
の
予
定

五
、
給
　
　
与

　初

任
給
は
高
咬
卒
一
〇
、
七
〇
〇
円
大
学
卒
一
四
、
六
〇
〇
円
の

予
定
で
こ
の
ほ
か
、
扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
等
が
支
給
さ
れ
ま
す

六
、
応
募
手
続
き

　申

込
書
に
身
上
調
書
、
履
歴
書
及
び
学
業
成
績
証
明
欝
を
添
え
て

　
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
へ
申
込
み
下
さ
い
。
　
（
申
込
轡
及
び
身

　
上
調
轡
の
用
紙
は
市
役
所
市
長
室
及
び
†
日
町
公
共
職
業
安
定
所

に
あ
り
ま
す
。
）

七
、
受
付
期
問

　
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二
十
日
か
ら
昭
和
三
十
八
年
一
月
十
二
日

ま
で

八
、
採
用
試
験
月
日
等

　
昭
和
三
十
八
年
一
月
二
十
二
、
三
日
に
行
う
予
定
で
す
が
、
日
時

　
場
所
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

◎
不
明
の
点
は
市
役
所
市
長
室
又
は
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所
に
お

　
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
公
売
公
告

当
市
、
市
有
地
の
一
部
を
下
記
に
よ
り
公
売
し
ま
す

　
、幽

、

入
札
に
付
す
る
土
地

所
在
地
　
＋
日
町
而
カ
チ
カ
沢
一
、
三
Ω
二
番
の
二

地
　
目
　
宅
　
地

面
　
積
　
一
二
二
坪
七
合
八
勺
（
平
た
ん
地
八
八
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
坪
傾
斜
地
三
四
・
四
五
）

入
札
期
日

昭
和
三
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日

現
場
説
明
　
午
前
九
時
か
ら
十
時

人
札
受
付
　
午
前
十
時
半
か
ら
十
一
時

入
　
札
午
前
十
一
時
即
時
開
札

詳
細
に
つ
い
て
は
市
役
所
財
政
課
に
お
問
合
せ
下
さ

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市

7
一
器
＝
一
＝
一
＝
雷
＝
＝
＝
一
＝
器
＝
＝
昌
＝
＝
＝
＝
＝
ロ
＝
＝
＝
3
＝
＝
＝
＝
一
認
卵
一
冒
一
＝
昌
＝
＝
＝
翼
昌
一
一
＝
ロ
一
一
＝
＝
一
冒
3
＝
3
露
一
凶
＝
冒
＝
＝
＝
一
一
＝
塁
陰
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一
、
募
集
人
員

二
等
陸
士
約
七
、
○
O
O
名

二
等
海
士
約
一
、
七
〇
〇
名
　
　
計
約
一
〇
、
七
〇
〇
名

二
等
空
士
約
二
、
○
O
O
名

二
、
応
募
資
格

採
用
予
定
月
の
一
日
現
在
で
一
八
才
以
上
、
二
十
五
才
末
満
の

日
本
国
籍
を
有
す
る
男
子
。

三
、
試
験
科
目

▽
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
に
つ
い
て
行
な
う
筆
記
試
験
国
語

　
（
作
文
を
含
む
）
数
学
、
社
会
。

▽
身
体
検
査
霜
よ
び
口
述
試
験
。

四
、
募
集
日
程

▽
試
騒
期
間
…
…
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
一
日
～
昭
和
三
十
八

　
　
　
　
　
　
　
年
二
月
二
十
八
日

◎
詳
細
は
而
役
所
市
民
課
へ

u臨
　
』

1111”舘”皇”闘1”II

一
＝
＝
＝
一
＝
一
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
。
＝
霊
＝
＝
富
一
＝
器
＝
＝
＝
＝
＝
。
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
一
一
一
一
＝
冒
＝
胃
謬
冒
一

　
　
　
年
賀
郵
便
は
お
早
目
に

　
◎
年
賀
郵
便
の
差
し
出
し
は

　
　
　
　
　
　
　
十
二
月
二
十
三
日
ま
で
に

繰懸難鐸親叱
…
一
…
＝
…
…
一
＝
一
＝
…
…
…
＝
…
＝
＝
圃
…
≡
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≡
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＝
－
＝
…
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…
＝
≡
＝
一
＝
一
＝
一
＝
－
…
一
－
…
…
…
一
…
一
一
≡
…
一
＝
匿

年末年始の休み

十日町市役所業務並び

に直営診療所の休みを

次のとおりいたします

◎年末

　12月29日30日31日

◎年始

　1月1日2日3日
11”昌1”’川川””』晶‘川1川川1”1川監旦u川”1”lm川”酷監川愚1川

潤
＝
≡
＝
…
一
≡
＝
…
＝
…
…
≡
≡
…
一
＝
＝
…
＝
…
≡
…
＝
＝
…
≡
≡
…
≡
≡
＝
階
一
＝
≡
≡
＝
＝
一
…
＝
昌
…
＝
＝
巨
B
監
環

桔
8
一
一
＝
謬
＝
呂
一
8
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3
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一
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＝
3
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＝
冒
一
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一
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一
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＝
雷
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＝
昌
3
＝
9
＝
塁
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一
＝
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＝
＝
＝
＝
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＝
＝
≡
－
＝
＝
≡
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一
＝
＝
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昌
塁
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年
末
、
年
始
の
支
払
い

O
年
末
の
支
払
い

　
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
麦
払
手
続
済
の
も
の
に

　
　
よ
り
つ
ぎ
の
日
時
に
支
払
い
ま
す

　
慨
月
　
2
5
日
、
2
6
日
、
27
日
　
（
三
日
間
）

尚
当
日
は
印
鑑
及
び
三
、
O
O
O
円
以
上
の
方
は

　
　
十
円
の
収
入
印
紙
を
ご
持
参
の
上
受
領
し
て
下

　
　
さ
い
Q

O
年
始
の
支
払
い

　
　
1
月
　
裕
日
、
25
日

1川川m旧“に剛1川li川Il川旦肌IIIll照u川“”川川巳瞳8川“陰川濫1”1川』”““1
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＝
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＝
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一
＝
騨
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
閣
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
二
＝
＝
－
＝
＝
”
二
＝
＝
繭
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
ヲ
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火
事
を
出
さ
な
い
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
歳
末
の
防
犯
に
も
心
が
け

　
十
日
町
市
の
昭
和
三
十
七
年
十
二

月
十
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
三

四
件
（
全
焼
六
、
半
焼
三
、
小
火
二

五
）
で
損
害
額
四
六
一
〇
万
円
、
死

者
一
名
を
出
し
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾

で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
火
災
予

防
に
対
す
る
御
協
力
に
よ
り
、
他
市

に
比
較
し
て
そ
の
件
数
は
少
な
い
こ

と
は
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

一
y
◎

　
暖
房
器
具
等
火
気
使
用
の
増
加
や

年
末
年
始
の
休
業
、
及
び
．
雪
積
等
に

よ
る
消
防
活
動
の
阻
害
な
ど
に
よ
り

延
焼
を
大
き
く
す
る
ぱ
か
り
で
な

く
、
尊
い
人
命
ま
で
損
傷
す
る
こ
と

の
多
い
冬
期
を
控
え
て
、
ど
こ
の
ご

家
庭
で
も
そ
れ
ぐ
対
策
を
講
じ
ら

れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
は
思
わ
れ
ま

す
が
次
の
点
に
注
意
さ
れ
、
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

一
、
石
油
コ
ン
ロ
、
ス
ト
ー
プ
は
コ

　
ッ
ク
を
閉
め
て
も
四
分
位
は
完
全

　
大
割
野
O

川
治
川

　
に
消
火
し
な
い
の
で
注
意
を
す
る

　
こ
と
。

二
、
給
油
は
完
全
に
消
火
を
し
た
後

　
完
全
な
場
所
で
行
う
こ
と
。
及
び

　
石
油
の
保
管
に
は
充
分
の
注
意
を

す
る
こ
と
。

三
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
お
休
み
に
な

　
る
前
に
は
必
す
元
栓
を
閉
め
る
こ

と
。

四
、
忘
年
会
、
新
年
会
等
で
た
ぱ
こ

　
の
置
き
忘
れ
、
寝
た
ぱ
こ
は
絶
対

　
に
し
な
い
よ
う
鋭
注
意
す
る
こ

　
と
。

五
、
こ
た
つ
の
火
の
入
れ
過
ぎ
の
な

　
い
よ
う
、
叉
網
は
必
す
か
け
る
こ

と
。

六
、
降
男
に
よ
る
煙
突
の
故
輝
が
多

　
い
か
ら
点
検
を
忘
れ
す
に
や
る
こ

　
と
。

七
、
雪
下
し
を
し
た
場
合
は
非
常
口

の
除
雪
を
行
う
こ
と
。

歳
末
防
犯
運
動
始
ま
る

「
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
運
動
」

「
法
を
守
つ
て
住
み
よ
い
街
に
」

　
警
察
で
は
、
今
年
も
十
二
月
一
臼

か
ら
歳
末
防
犯
運
動
を
、
例
年
の
よ

う
に
行
な
っ
て
い
る
が
、
今
年
は
特

に
「
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
運
動
」

を
重
点
に
実
施
中
で
、
こ
の
、
人
に

迷
惑
か
け
る
行
為
と
い
う
の
は
、
ど

輔

信濃川

≡
…
…
…
＝
…
…
…
…
一
…
…
…
…
一
一
…
…
垂
一
…
…
…
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寺
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　　偏洞Ol”撒

“
上
野
。

休
放
置
、
ス
ビ
ー
ド
運
転
な
ど
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
行
為
は
、
軽
犯
罪
法
、
．

め
い
て
い
者
規
制
法
、
風
俗
営
業
法
、

清
掃
法
、
飼
犬
条
例
、
道
路
交
通
法

な
ど
に
違
反
し
、
取
締
り
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
街
を
住
み
よ
く
す
る
た
め
に
、
自

か
ら
迷
悪
行
為
を
自
粛
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
迷
惑
行
為
を
な
く
す

る
よ
う
、
お
互
い
努
力
し
ま
し
ょ
う

吉
沢
さ
ん
表
彰
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
公
平
委
員
求
年
勤
続

　
十
日
聞
市
公
平
委
昌
、
吉
沢
寛
平

｝
さ
ん
（
七
〇
）
最
中
条
上
町
H
は
今
回
全

㎝｝国
公
平
委
員
会
（
会
長
小
田
成
就
）

か
ら
　
　
　
　
　
と
し
て
　
　
さ
れ

｝
ま
し
た
．

一
　
こ
の
た
め
市
で
は
去
る
十
一
月
十

「㎜
五
日
市
役
所
応
接
室
で
同
氏
に
対
し

表
彰
伝
達
式
を
行

な
い
、
村
山
市
長

か
ら
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

吉
沢
さ
ん
は
昭
和

二
十
六
年
七
月
一

日
か
ら
旧
中
条
村

公
平
委
員
に
就

任
、
二
十
九
年
十

日
町
市
合
併
と
同

時
に
就
任
、
委
員

長
と
な
り
現
在
ま

で
公
平
委
員
を
続

け
ら
れ
て
い
る
も

の
【
写
真
は
表
彰

さ
れ
た
吉
沢
さ
ん

”
ん
な
こ
と
か
例
を
あ
げ
る
と

◎
夜
間
婦
女
に
つ
き
ま
と
う
．

◎
公
共
の
場
所
で
粗
野
の
言
動
で
騒

　
ぐ
。

◎
兇
器
や
刃
物
を
持
ち
歩
く
。

◎
酔
払
っ
て
乱
暴
を
す
る
。

◎
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
。

◎
十
一
時
過
ぎ
て
料
理
店
行
為
す
る

◎
道
路
や
川
に
汚
物
を
捨
て
る
。

そ
の
他
押
し
売
り
、
青
空
車
庫
、
物
，

灘
次
の
世
代
を
に
な
う
青
少
年
の
健

輻
祉
推
進
委
員
決
ま
る

全
な
育
成
は
誰
し
も
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
た
め
さ
き
に
新
潟

県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
そ
の
積
極
的
施
．

策
の
一
環
と
し
て
こ
の
た
び
青
少
年

福
祉
推
進
委
員
の
制
度
が
設
け
ら
れ

十
日
町
市
で
は
次
の
八
人
の
方
女
が

知
事
か
ら
委
員
を
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

上
村
安
隆
（
水
沢
）
庭
野
与
一
（
十

日
町
）
野
沢
茂
（
十
日
町
）
丸
山
喜

平
（
吉
田
）
樋
口
熊
蔵
（
中
条
）
大

熊
平
八
郎
（
川
治
）
生
越
寿
一
（
下

条
）
富
井
清
道
（
六
箇
）

…
’
…
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、
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主
要
道
路
を
重
点

　
　
　
　
　
　
　
今
冬
の
無
雪
道
路

　
十
日
町
市
を
中
心
と
す
る
魚
沼
地

方
は
、
毎
年
雪
の
た
め
冬
期
間
は
車

が
通
ら
す
、
宿
命
的
な
自
然
現
象
と

は
い
え
年
女
こ
れ
を
克
服
し
て
冬
で

も
車
輌
交
通
を
確
保
す
る
と
い
う
こ
．

と
が
大
き
な
要
請
と
な
っ
て
来
て
い

ま
す
。

　
幸
い
国
、
県
、
市
町
村
の
施
策
と

地
域
住
民
の
協
力
で
主
要
道
路
に
つ

い
て
は
順
次
無
雪
道
路
化
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
年
度
は

全
線
の
除
．
雪
に
つ
い
て
は
、
機
動
力

を
十
分
発
揮
す
る
こ
と
は
も
ち
論
で

す
が
、
つ
ぎ
の
主
要
道
路
に
つ
い
て

は
重
点
的
に
除
．
雪
を
行
な
い
、
無
署

道
路
化
を
推
進
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ま
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

沿
線
の
各
戸
に
特

に
お
願
い

ー
、
雪
ガ
コ
イ
を
道
路
上
に
設
置
す

　
る
場
合
は
許
可
を
要
し
ま
す
が
、
．

　
道
路
巾
員
に
余
裕
の
な
い
と
き
は

　
許
可
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意

下
さ
い
。

2
、
各
戸
入
口
が
除
雪
作
業
で
ふ
さ

　
が
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
ご

　
迷
怒
で
も
各
戸
に
お
い
て
手
直
し

　
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

3
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
積
み
重
ね

　
整
理
を
し
、
道
路
中
央
の
車
輌
路

　
線
を
必
す
確
保
し
て
下
さ
い
。

4
、
除
雪
作
業
は
夜
間
作
業
が
行
な

　
わ
れ
ま
す
か
ら
、
道
路
上
の
立
看

　
板
等
、
支
障
の
な
い
よ
う
閉
店
前

　
に
片
付
け
て
お
い
て
下
さ
い
。

5
・
除
雪
作
業
中
は
危
険
が
あ
り
ま

　
す
か
ら
、
機
械
に
接
近
し
な
い
よ

　
う
、
特
に
子
供
さ
ん
は
絶
対
に
近

　
寄
ら
な
い
よ
う
に
皆
さ
ま
の
監
視

　
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

6
、
消
火
栓
は
何
時
で
も
ハ
ッ
キ
リ

　
わ
か
る
よ
う
、
目
じ
る
し
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
き
　
ラ

農
委
、
教
委
等
の
電

話
か
変
り
ま
し
た

　
十
二
月
十
三
日
よ
り
十
日
町
公
民

舘
（
旧
＋
日
町
小
学
校
）
に
農
業
委

員
会
、
国
土
調
杳
係
、
土
期
．
評
価
の

各
事
務
局
が
移
転
い
た
し
ま
し
た
。

・
こ
の
た
め
次
の
と
お
り
電
話
番
号
が

変
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　
教
育
委
員
会
事
務
局
（
三
四
六
〇

番
）
、
公
民
舘
、
農
業
委
員
会
事
務

局
、
国
土
調
査
係
事
務
、
土
地
評
価
一

事
務
（
二
〇
八
O
番
）
。

久
、
の

ゴ
ミ
集
め
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
〔
五
区
〕
袋
町
東
、
中
、
西
、
昭
和

町
一
、
栄
田
、
高
田
町
一
、
二
、
三

・
泉
町

　
冬
（
そ
り
使
用
期
間
）
の
ゴ
ミ
集

め
は
例
年
の
よ
う
に
つ
ぎ
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
各
む
家
庭
で
は
何
分

の
ご
協
力
を
お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

一
、
ゴ
ミ
の
分
け
方

　
燃
え
る
も
の
、
燃
え
な
い
も
の
に

分
け
て
下
さ
い
。

一
、
巡
回
方
法

　
町
内
を
五
区
に
分
け
、
一
区
に
そ

り
一
台
で
鈴
を
振
り
な
が
ら
巡
回
、
．

半
日
は
燃
え
る
も
の
だ
け
（
三
～
四

日
に
一
回
の
予
定
）
毎
月
二
十
日
、

二
十
一
日
に
は
燃
え
な
い
も
の
だ
け
、

一
、
巡
回
区
域

Ω
区
〕
本
町
一
上
、
下
、
西
、
東

二
、
三
、
宮
下
東
、
西
、
諏
訪
町
、

神
明
町

〔
二
区
〕
本
町
四
、
五
、
六
、
八
幡

田
町〔

三
区
〕
学
校
町
、
川
原
町
、
田
川

町
、
水
野
陶
、
田
中
町
本
通
、
西
、

東

〔
四
区
〕
西
浦
東
、
西
、
駅
通
り
、

昭
和
町
二
、
三
、
加
賀
糸
屋
町
、
関

口
樋
口
町
、
西
寺
町
、
七
蔚
町

潅
の
一
、
垂
の
馨
移

痙
伴
い
・
同
整
の
利
用
に
つ
き

一
ま
し
て
内
馨
嚢
行
な
い
、

要
る
萎
楚
と
ど
琶
す
、
本

　
　
の
　
　
の
は
　
　
　
の
あ
と
し

添
輝
躍
燕
款
魏

｝｝
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
望

一一
ん
で
い
ま
す
。

，

広
く
な
る

社
教
の
場

ー
中
央
公
民
舘
“

市
中
央
公
民
舘
で
は
、
旧
十
日
町

　
　
　
　
酒
類
の
密
造
防
止
に
つ

（
酒
）

　
（
　
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
利
用
し
て
宣
伝
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
山
間
地
の
部
落
の
方
女

か
ら
冬
期
間
に
お
け
る
酒
類
の
購
入

が
不
便
の
た
め
や
む
な
く
密
造
酒
を

造
ら
ざ
る
を
得
な
い
不
便
の
地
に
是

非
臨
時
販
売
場
を
設
け
て
ほ
し
い
と

い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ

の
と
お
り
冬
期
間
に
限
り
、
酒
類
の

臨
時
販
売
場
を
設
置
し
、
み
な
さ
ん

の
便
と
密
造
酒
の
根
絶
を
計
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。
何
卒
ご
利
用
下

さ
い
ま
し
て
、
こ
の
悪
習
の
根
絶
に

ど
う
だ
っ
た
か
、
靴
下
は
、
手
袋

は
…
」
と
店
先
で
考
え
る
こ
と
が

多
い
も
の
で
す
。
不
足
分
寸
法
、

好
み
な
ど
を
書
い
て
お
け
ば
ほ
か

の
用
事
で
出
か
け
た
つ
い
で
や
掘

り
出
し
も
の
の
あ
っ
た
時
間
に
合

わ
せ
ら
れ
る
し
、
ダ
ブ
ル
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
．
ま
た
こ
れ
か
ら
の

針
仕
事
は
ふ
だ
ん
よ
り
手
早
く
仕

上
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
か
ら
午

前
中
を
有
効
に
使
う
こ
と
で
す
．

賀
一
解
酸
暢

料
理
な
ど
で
冬
で
も
中
毒
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
．
こ
れ
は
二
、
三

日
前
に
料
理
を
準
備
す
る
た
め
で

す
か
ら
会
合
の
責
任
者
は
、
場
所

を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
必
す
料

理
担
当
者
と
打
合
わ
せ
を
す
る
こ

臨
時
販
売
所
を

　
　
　
　
　
　
　
密
造
防
止
の

）

睨
＝
＝
＝
＝
＝
…
＝
＝
＝
＝
2
≡
≡
…
一
＝
＝
昌
＝
＝
≡
一
≡
…
＝
＝
…
＝
＝
＝
＝
＝
＝
≡

皿
　
暮
近
く
な
る
と
、
思
い
も
か
け

㎜
ぬ
用
事
が
重
な
っ
て
き
ま
す
。
十

㎜
　
二
月
の
予
定
表
を
作
る
場
合
に
は

㎜
　
四
、
五
日
分
の
余
白
を
み
て
何
か

㎜
割
込
み
が
あ
っ
て
も
間
に
合
う
よ

㎜
う
に
し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
日
の

㎜
短
い
こ
の
ご
ろ
で
す
か
ら
一
日
に

㎜
　
で
き
る
仕
事
の
量
は
無
理
の
な
い

…
よ
う
に
計
画
し
、
め
ん
ど
う
な
こ

㎜
　
と
は
月
は
じ
め
に
片
付
け
て
し
ま

　
い
ま
し
ょ
う
ロ

㎜
㎜
一
表
一
一
…
出
萄
鯵

㎜
ひ
と
り
分
す
つ
そ
ろ
え
て
不
足

㎜
　
分
は
メ
モ
し
て
お
き
ま
す
．
こ
の

…
メ
モ
を
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
だ

㎜
け
で
時
間
的
に
も
経
済
的
に
も
無

㎜
駄
が
は
ぶ
け
ま
す
．
た
と
え
ぱ
家

㎜
族
が
多
い
と
「
あ
の
子
の
下
着
は

」
＝
一
＝
＝
一
＝
一
一
富
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
3
＝
＝
＝
一
一
輔
3
3
一
寓
＝
雷
曽
雷
B
呂
一
一
＝
3
ロ
一

＝
＝
一
＝
一
＝
儒
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
一
一
＝

日
＝
昌
冒
一
＝
3
3
＝
3
＝
＝
日
3
3
＝
＝

た
め

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
教

育
活
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
三
十

名
く
ら
い
の
青
年
た
ち
を
選
び
、
県

外
農
業
先
進
地
に
研
修
生
を
派
遣
し

て
い
る
。
　
（
旅
費
、
滞
在
費
は
県
教

委
よ
り
支
給
）

　
研
修
生
た
ち
は
、
約
二
週
間
を
足

め
ら
れ
た
農
家
に
ひ
と
り
す
つ
泊
め

て
も
ら
い
、
そ
の
家
族
と
い
っ
し
ょ

に
農
作
業
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、

青
年
学
級
や
青
年
団
員
と
の
変
流
、

ま
た
農
協
、
工
場
な
ど
の
視
察
な
ど

を
行
っ
て
、
約
四
十
日
間
の
研
修
を

お
わ
る
。
す
で
に
四
回
の
派
遣
が
お

こ
な
わ
れ
た
今
日
、
大
き
な
成
巣
が

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

市
教
委
で
は
、
先
ご
ろ
つ
ぎ
の
研

修
生
た
ち
に
よ
る
体
験
交
換
会
を
開

Il

ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

一
、
臨
時
販
売
所
の
設
置
部
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

部
落
名
　
臨
時
販
売
場

大
池
高
橋
伊
安

孕
石
雲
野
常
吉

塩
ノ
叉
　
桑
原
徳
次
郎

東
枯
木
叉
　
阿
部
幸
一

二当漉願池、

販間野入谷
売

期佐水水曽
間藤落落根
　秀庄顕久
　二作雄作

販
売
店
名

保
坂
弘

林
藤
士
・

柳
清
一

波
形
熊
雄

山
口
敬

山
喜
本
店

水
落
京
吉

松
屋
商
店

　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
塵
　
噂

≡
＝
一
一
一
＝
＝
＝
＝
一
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
『
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
、
』

＝
＝
＝
＝
一
＝
＝
＝
7
一
－
≡
＝
＝
3
＝
3
≡
＝
一
＝
薗
＝
＝
＝
＝
器
一
＝
≡
一
＝
一
＝
富
＝
一
＝
昌
雷

　
自
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
十
五
日

　
至
昭
和
三
十
八
年
五
月
十
五
日

と
で
す
。
そ
し
て
当
日
つ
く
っ
た
㎜

も
の
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
㎜

ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
…

心
は
せ
い
て
も
計
画
通
り
に
運
は
㎜

な
く
て
、
気
分
的
負
担
に
な
る
こ
㎜

右
さ
れ
ま
す
か
ら
、
大
掃
除
と
か
…

ス
ス
払
い
な
ど
は
月
半
ぱ
ま
で
に
㎜

す
ま
せ
て
お
く
と
安
心
で
す
。
受
㎜

験
を
ひ
か
え
に
子
ど
も
の
場
合
で
…

も
年
末
の
忙
し
さ
に
ま
き
込
ん
で
㎜

意
欲
的
な
励
み
を
与
え
る
こ
と
に
㎜

な
り
ま
す
。
一
日
や
二
日
よ
け
い
㎜

机
に
し
が
み
つ
か
せ
る
よ
り
も
気
㎜

分
転
換
に
は
な
る
し
、
臭
苦
し
ざ
…

と
学
校
か
ら
開
放
し
て
や
る
よ
い
㎜

ロ
　
に
も
な
り
ま
す
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

住
で
購
濯
篇
．

と
が
あ
り
ま
す
。
お
天
気
に
も
左
㎜
腿
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円
の
純
収
益
が
あ
っ
た
と
い
う
。
全

体
的
に
、
養
豚
農
家
の
立
場
が
尊
重

さ
れ
、
出
荷
体
勢
が
と
と
の
っ
て
い

る
の
で
、
飼
育
も
換
金
も
ス
ム
ー
ス

で
意
欲
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
竹
内
君
の
話
か
ら
）

　
経
営
方
針
を
シ
ッ
カ
リ

　
北
海
道
農
業
な
ど
と
い
え
ぱ
、
魚

沼
農
業
に
は
全
く
無
関
係
か
と
思
っ

て
出
掛
け
た
が
、
と
て
も
参
考
に
な

る
こ
と
が
名
か
っ
た
。
い
ち
ぱ
ん
感

心
し
た
の
は
、
経
営
の
す
べ
て
が
計

画
的
で
、
し
か
も
先
の
見
と
お
し
を

し
っ
か
り
つ
け
、
計
算
ま
で
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
。
水
田
稲
作
は
水
田
一

本
で
、
畑
作
中
心
は
あ
く
ま
で
畑
作

で
、
酪
農
は
い
っ
さ
い
を
家
畜
に
向

け
て
い
る
経
営
だ
か
ら
、
仕
事
の
進

い
た
が
、
話
題
と
な
っ
た
も
の
か
ら

二
、
三
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

　
経
営
の
共
同
化

　
千
葉
県
は
日
本
最
初
の
養
豚
地
帯

だ
そ
う
で
、
盛
に
豚
が
飼
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
と
て
も
十
年
く
ら
い
前

に
、
青
年
た
ち
が
共
同
事
業
の
研
究

を
熱
心
に
進
め
た
こ
と
か
ら
再
興
さ

れ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
私
の

泊
っ
た
農
家
が
三
戸
非
農
家
一
戸
の

四
戸
が
共
同
し
て
、
水
田
二
町
歩
を

経
営
し
、
ま
た
百
頭
余
の
養
豚
を
や

っ
て
い
た
。
飼
育
は
非
農
家
の
奥
さ

ん
が
専
従
と
し
て
、
五
千
円
の
月
給

を
貰
い
。
出
荷
や
豚
舎
の
整
備
は
全

戸
か
ら
出
て
や
っ
て
い
る
。
い
っ
さ

い
購
入
飼
料
だ
か
ら
と
く
に
骨
の
折

れ
る
こ
と
も
な
く
、
年
間
二
十
四
万

農業研修生の体験
社教の

ページ

め
方
に
ア
ク
セ
ク
す
る
と
こ
ろ
が
な

い
。
も
ち
ろ
ん
畜
舎
の
方
が
住
宅
よ

り
立
派
だ
っ
た
。

　
泊
り
こ
む
と
さ
っ
そ
く
驚
い
た
こ

と
は
、
新
聞
を
読
ん
で
い
た
娘
さ
ん

が
、
値
が
あ
が
っ
て
い
る
か
ら
大
豆

を
売
ろ
う
と
話
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

家
中
相
談
し
て
十
何
俵
も
翌
目
売
っ

た
こ
と
だ
っ
た
。
男
も
女
も
経
営
に

積
極
的
で
、
し
か
も
み
ん
な
で
相
談

し
て
い
く
進
め
方
は
羨
し
か
っ
た
。

有
線
放
送
も
、
農
産
物
の
販
売
に
つ

い
て
絶
え
す
知
ら
せ
て
い
た
。

　
　
　
　
（
大
島
君
の
話
か
ら
）

　
業
者
と
の
結
び
つ
き

　
面
積
的
な
経
営
に
つ
い
て
は
魚
沼

と
同
じ
よ
う
だ
が
、
農
家
全
体
と
個

個
農
家
と
の
関
連
づ
け
が
ビ
ッ
タ
リ

し
て
い
て
、
計
画
的
な
仕
事
の
進
め

方
は
一
年
由
を
無
駄
な
く
使
う
よ
う

に
仕
組
ま
れ
て
い
た
。
豚
を
五
十
頭

以
ヒ
に
ニ
ワ
ト
リ
が
五
百
羽
く
ら
い

と
い
う
の
が
常
識
的
な
線
で
、
飼
料

は
購
入
し
て
や
っ
て
い
る
。
業
者
が

非
常
に
熱
心
で
、
経
営
の
内
面
に
ま

で
と
び
こ
ん
で
来
て
い
る
姿
は
興
味

が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
出
荷
販
売
し

て
も
無
駄
の
少
な
い
や
り
方
か
得
ら

れ
て
い
る
の
で
差
引
手
数
料
は
安
い

し
、
飼
料
の
貸
付
は
も
と
よ
り
子
豚

の
貸
付
け
ま
で
が
肉
豚
出
荷
と
タ
イ

ァ
ッ
ブ
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
若
井
君
の
話
か
ら
）

　
人
の
気
持
と
経
営

　
現
地
へ
行
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の

は
、
全
く
天
候
の
い
い
こ
と
だ
っ

た
。
だ
か
ら
、
作
業
用
の
爾
具
な
ど

は
持
っ
て
い
な
い
し
コ
雨
の
日
は
休

み
さ
」
と
気
分
的
に
大
変
ノ
ン
ビ
リ

構
え
て
い
る
。
し
か
し
、
経
営
が
積

極
的
に
進
ん
で
い
る
の
は
天
候
の
た

め
ぱ
か
り
で
な
く
「
野
菜
づ
く
り
よ

り
も
人
づ
く
り
」
と
い
う
言
葉
が
つ

か
わ
れ
て
い
て
、
ト
マ
ト
苗
を
育
て

る
に
し
て
も
、
家
庭
内
が
う
ま
く
ま

と
ま
っ
て
い
な
け
れ
ぱ
、
絶
対
に
立

派
な
作
物
は
得
ら
れ
な
い
と
い
っ
て

い
る
。
壮
年
層
の
研
究
熱
心
な
の
も

胸
を
う
た
れ
た
が
、
人
の
気
持
の
結

び
つ
き
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
か
ら

シ
ッ
カ
リ
し
た
将
来
へ
の
設
計
が
で

き
て
い
く
の
だ
と
思
っ
た
。

　
　
　
　
（
根
津
君
の
話
か
ら
）

　
青
年
県
外
研
修
生

【
3
4
年
度
】
根
津
晴
男
（
十
日
町
青

年
学
級
）
静
岡
県
藤
枝
市
へ
【
3
5
年

度
】
若
井
基
八
郎
（
中
条
青
年
学
級

愛
知
県
大
口
冊
へ
白
3
6
年
度
】
竹
内

貫
一
（
川
治
青
年
学
級
）
千
葉
県
小

糸
町
へ
【
3
7
年
度
】
大
島
功
（
飛
渡

青
年
団
）
北
海
道
河
東
郡
音
更
町
へ
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